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平成29年度役員

(敬称略)

笹川自治振興会
会 長 竹内 寿実

町内会長
甲子 長井 大岳
築山 竹内 均
中央 竹内 弘
宮平 長井 巧
諏訪 折谷 忠行
盈進 脇山 考史

笹川公民館
館長 竹内 重之
主事 竹内 卓
書記 谷内 久美子

笹川友愛会
会 長 勝田 忠温
副会長 竹内 康博

竹内 きみ子
会 計 折谷 隆三
監事 深松 博幸

竹内 益裕
顧問 竹内 弘

笹川自治振興会 会長 ご挨拶
会 長 竹内 寿実

不肖、私が笹川地区の自治振興会長に選任されました。微力
な私でありますが、笹川の皆さんと一体となり、また、東京笹川
会の皆様のお力添えを賜りながら、住みよい笹川づくりに真心を
持って努めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し
上げます。

東京では桜も散った頃と思いますが、笹川は今、桜が満開で、
山野に花々が咲き競い合い、木々の新緑の若葉も今にも芽を出
そうとしております。

この自然豊かな私たちの古里笹川が、いつまでも、その輝きを
保つために、広く皆様方のご意見を拝聴しつつ、「万機公論に決
すべし」をモット-に村づくりを進めてまいりたいと考えております
ので、気軽にお声を掛けていただければ幸いと思っております。

一昨年、神向町内に「ほたる交流館」が完成しました。この施
設は、笹川の古民家を改修したもので、低料金で宿泊が可能で
あり、なつかしい笹川生活も偲んでいただけるものと思っており
ます。ご家族、親戚、同級会などｸﾞﾙ-ﾌﾟ等で活用していただけれ
ば必ずや喜んで頂けるものと思っております。
笹川で暮らしている私たちも”笹川 やさしや、土までやさし”と

感じていただけるような笹川づくりに努めたいと思いますので、
東京の地からも暖かいご声援を送っていただければ幸いです。

終わりに、東京笹川会の皆様方の益々のご多幸を祈念いたし
まして、ご挨拶といたします。

(平成29年4月12日 記)

北日本新聞 消えてたまるか ! 朝日町 記者の役場体験記

第2部 山里に暮らす 報道本部 浜松 聖樹

笹川 春祭り 4月15日

去る、4月15日(土) 朝からの雨も午後には晴れて、桜満開の
中、笹川諏訪神社境内で、春祭り・獅子舞奉納が行われました。

子供会のみんなは、神楽の渡御に元気よく掛け声を掛けながら
笹の葉で清め楽しんでいました。



ささ郷だより 第14号 （2頁） 発行日：2017年（平成29年）4月27日 発行者：東京笹川会

北日本新聞 消えてたまるか ! 朝日町 記者の役場体験記 第2部 山里に暮らす 報道本部 浜松 聖樹



ささ郷だより 第14号 （3頁） 発行日：2017年（平成29年）4月27日 発行者：東京笹川会

北日本新聞 消えてたまるか ! 朝日町 記者の役場体験記 第2部 山里に暮らす 報道本部 浜松 聖樹



ささ郷だより 第14号 （4頁） 発行日：2017年（平成29年）4月27日 発行者：東京笹川会

笹川友愛会 旅行記

去る、3月29日～30日、笹川友愛会では、善光寺、真

田三代記で有名な上田城、そして松本城、旧開智学校
および大王わさびなどに旅行致しました。両日とも晴天
に恵まれ楽しいひと時を過ごしました。.
参加者数は、笹川友愛会30名、東京笹川会4名、合計
34名でした。

善光寺
善行寺は、無宗派の単立寺院で、日本最古と伝わ

る[一光三尊阿弥陀如来]を本尊とし、善光寺聖の勧

進や出開帳などによって、江戸時代末には、「一生に
一度は善光寺詣り」と言われるようになったそうです。

今回は、ガイドさんに引かれてのお参りとなりました。

旧開智学校
明治時代初期の洋風校舎。
工事費は、約1万1千円でというかなり高額なものでし
たが約7割は町民の寄付だったそうです。町民の開智

学校に対する期待はとても大きなものだったのでしょう。
印象的だったのが子守学校(子守のために就学できな
い主に女子に対する教育のこと)、などで、当時教育の

機会を得られなかった子供たちを教育していたことでし
た。... 

松本城
安土桃山時代末期-江戸時代初期に建造された天守

は国宝に指定され、城跡は国の史跡に指定されている。
松本城と呼ばれる以前は深志城（ふかしじょう）といっ
われていた典型的な平城。

本丸・二の丸・三の丸ともほぼ方形に整地されていて、
南西部に天守を置いた本丸を、北部を欠いた凹型の
二の丸が囲み、さらにそれを四方から三の丸が囲むと
いう、梯郭式に輪郭式を加えた縄張りです。これらは
全て3重の水堀により隔てられていたそうです。

上田城址公園
上田城は、信濃国小県の真田本城主の真田昌幸が

当主であった真田氏により、1583年（天正11年）に築城
された平城で、天正11年､天正13年､天正18年と何度
かの過程を経て築城されました。

1585年、1600年と二度にわたる真田氏と徳川軍との

上田合戦で知られていますが、昌幸が属した西軍が
関ヶ原の戦いで敗れ、昌幸が九度山に配流となり、
1601年に上田城は徳川軍に破却され、堀も埋められ
ました。

現在残っている城は、仙石忠政によって寛永年間に
再建築城されたものだそうです。

大王わさび園
紙面の都合で省略

宴会
最初に、竹内弘会長の挨拶あり、その後会食・余興

に入りました、余興では歌名人・迷人による歌唱、そし
て武田節・手酌酒・一円玉の旅がらすなど踊りが披露
され、最後には全員で盆踊りを踊りました。折谷俊彦さ
んの挨拶で締めになりました。引き続き二次会にに移
り、カラオケなどに興じました。

城壁に感嘆する皆さん。

子供の頃は、真田幸村率いる、猿飛佐助、霧隠歳三な
どの十勇士物語に夢中になったこともありましたっけ。

タケ先生による授業を受ける(元)子供たち


